
JP 2010-263533 A5 2012.5.31

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公開番号】特開2010-263533(P2010-263533A)
【公開日】平成22年11月18日(2010.11.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-046
【出願番号】特願2009-114292(P2009-114292)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/335    (2011.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/243    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   7/091    (2006.01)
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   Ｈ０４Ｎ   5/335   　　　Ｐ
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   Ｇ０３Ｂ   7/091   　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光量変化を検出する光量センサ部と、
被写体の撮像信号を出力する撮像部と、
前記撮像信号のゲインを調整するゲイン調整部と、
前記撮像部を駆動し、その駆動タイミングを出力する駆動部と、
前記ゲイン調整部のゲインを制御するゲイン制御部とを備え、
前記ゲイン制御部は、前記光量センサ部の出力と前記駆動タイミングとから、外部閃光の
影響ラインを特定し、特定した前記影響ラインに基づいてゲインを制御することを特徴と
する撮像装置。
【請求項２】
前記ゲイン制御部は、前記光量センサ部で検出された光量を一定期間積算した値の逆数に
基づいてゲインを決定することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
前記ゲイン制御部は、予め設定された値と、前記光量センサ部で検出された光量を一定期
間積算した値の逆数とを乗算した結果を制御ゲインとして用いることを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項４】
光量変化を検出する光量センサ部と、
被写体の撮像信号を出力する撮像部と、
前記撮像信号のゲインを調整するゲイン調整部と、
前記撮像信号のノイズを抑制する信号処理を行うノイズ抑制部と、
前記撮像部を駆動し、その駆動タイミングを出力する駆動部と、
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前記ゲイン調整部のゲインおよび前記ノイズ抑制部のノイズ抑制度合いを制御するゲイン
＆ノイズ抑制制御部とを備え、
前記ゲイン＆ノイズ抑制制御部は、前記光量センサ部の出力と前記駆動タイミングとから
、外部閃光の影響ラインを特定し、特定した前記影響ラインに基づいてゲインおよびノイ
ズ抑制効果を制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
前記ゲイン＆ノイズ抑制制御部は、ゲインが大きいほどノイズ抑制を強く実施するような
制御信号を出力することを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
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